
 

木々の緑が若草色に色づく、暖かな季節になりました。皆様、お元気でいらっしゃいますか。研究委員の皆

様におかれましては、当センターで開催されました研修や研究会、研究発表大会などで大変お世話になりまし

た。本研究を通した皆様の学びや実践校での取組が充実している様子が、それぞれの場面で見受けられ、大変

うれしく感じております。 

さて、最終号であるプロ研通信第６号では、第７回研究会と第８回研究会における研究委員の皆様の気付き

や学び、第67回研究発表大会の様子についてお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

参加者の皆様が、「校内研究プランシ

ート」や「省察ポスター」を基に、今年

度の前半の取組について交流しました。

その後、研究委員の皆様から、プロジェ

クト研究会等で作成した「省察ポスタ

ー」を用いて、参加者の皆様に向けて実

践校の取組を御紹介いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自校の校内研究のねらいや成果を整理できた。実践紹介というアウトプットの重要性を改めて感じた。 

・研究委員の先生方との交流や実践紹介での質疑を通して、自校の取組を多様な視点で考えることができた。 

・実践紹介を通して交流することで、新たな気付きがあった。この経験を生かして、自校の校内研究の今後の

方向性や目標について、自校の教職員に提案していきたい。 

・プロジェクト研究会での学びを実践につなげ、成果と課題を明らかにして発表することで、自分の学びの整

理になった。 

第６号 
令和７年(2025年)３月24日発行 

第７回研究会 
概要 

第７回研究会は、11月14日(木)に校内研究主任パワーアップ研修[小学
校・中学校]〔第３回〕に参加するという形で行いました。実践紹介では、
研究委員の先生方が作成された「校内研究省察ポスター」の紹介を通し
て、実践校における取組の成果や課題などを受講された先生方へと広げる
ことができました。 

第７回研究会の流れ  
〇これまでの校内研究の実践交流(研究協議) 

ー「校内研究プランシート」「省察ポスター」を基にー 

〇令和６年度校内研究活性化プロジェクト研究 

 実践校の「省察ポスター」紹介(実践紹介・研究協議) 

〇１年間の校内研究のまとめと次年度に向けて研究主任の

果たす役割(事例発表) 

〇年度末の校内研究のまとめに向けて(研究協議) 

ー「校内研究プランシート」を基にー 

〇自校の校内研究のまとめ（評価）と次年度に向けて(講義) 

○振り返り 

実践紹介を振り返って 

「省察ポスター」を用いた実践紹介の様子 

研究委員の気付きや学び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに、研究委員の皆様から見る校内研究の取組を通した自校の教員のよい変容(学びの姿)について、キ

ャリアステージに着目しながら具体的に振り返っていただきました。 

第Ⅰステージ 第Ⅱステージ 第Ⅲステージ① 第Ⅲステージ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

質問紙調査の考察 

第８回研究会 
概要 

第８回研究会は、11月25日(月)に行いました。最終回となる今回は、

質問紙調査の分析結果についての考察や実践校における今年度の取組の

振り返りを行い、次年度の校内研究の構想を練ったり、本研究の総括を

したりすることを通して、今後の展望をもつことができました。 

第８回研究会の流れ  
〇校内研究の取組を通した教職員の変容から見る

質問紙調査の分析結果の考察 

〇「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう、校内

研究のあり方 

〇成果と課題の分析から見る次年度研究の構想 

〇トータルアドバイザー・専門委員より(指導助言)

〇振り返り 

校内研究の取組を通した教職員の変容 

Ａ先生 
授業参観の中で、子どもが

主体的に学びに向かう姿につ
いて学び、自分の実践に生か
した。 

Ｂ先生 
子どもが見通しをもって学

習に向かう姿を目指して、今
まで自分が経験したことのな
い方法を先輩教員から学び、
実践した。 

Ｏ先生 
指導案検討会の際に、授業

者の想いを後押しする助言が
増えた。 

Ｃ先生 
グループワークで、自分の

意見を述べたり、疑問点を質
問したりすることが増えた。 

Ｇ先生 
子どもたちの興味関心を惹

く課題の設定を意識した実践
や授業で活用したツールを、
学年や全校に広げていた。 

Ｍ先生 
他の教員の授業を進んで参

観するようになった。 

Ｄ先生 
たくさんの情報を基に学び

を深めてから実践を行い、成
果と課題をしっかりと振り返
って次の実践に臨んでいた。 

Ｅ先生 
生徒の学びの姿をしっかり

と見取ることを意識して実践
を行っていた。 

Ｈ先生 
研修会で学んだことを、積

極的に授業に生かそうとして
いた。 

Ｉ先生 
自分の強みを分析し、授業

に生かそうとしていた。 

Ｊ先生 
全校に共通する課題を把握

し、その解決策を考えて校内
研究会で提案した。 

Ｎ先生 
生徒の深い学びにつながる

ように、言語活動の充実を図
った授業展開を積極的に行う
ようになった。 

Ｆ先生 
担当教科の特性や指導観に

ついて考えるようになった。 

Ｋ先生 
生徒の学びの姿を基に、実

践したことに対する成果や課
題を考察できるようになって
きた。 

Ｌ先生 
生徒に身に付けさせたい力

を考える際に、研究主題の観
点を踏まえて考えるようにな
ってきた。 

自校の教員の変容について共有している様子 

【まとめ】 

このような教員の変容(学びの姿)は、今

年度の校内研究の取組の成果を具体的に表

すものになったのではないでしょうか。 

また、これらを教員一人一人の探究的な

学びの姿の事例として、他の教員と共有す

ることを通して、個々の取組を更に広げ深

めていくことで、より一層校内研究が活性

化すると考えます。 



 

研究の始期(６月)と終期(11 月)に

実践校で実施した質問紙調査の分析

結果を基に、各校の取組と関連付け

ながら考察をしていただきました。 

(１)教職員の変容について 

教職員対象質問紙調査は、「今年

度の校内研究の取組が自分自身の

考え方や行動を変容させるものであったか」について、「変容的

学習尺度」を用いて調査を行いました。 

分析の結果、回答者全体の得点の平均に有意な差は見られませ

んでしたが、キャリアステージごとに分析したところ、第Ⅱステ

ージにおける「パースペクティブ(ものの見方)の変容」について、

得点が有意に上昇したことが分かりました。そして、この結果に

なった要因を研究委員の皆様と考察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)児童生徒の変容について 

 児童生徒対象質問紙調査は、「校内研究の取組が、児童生徒の主体的に学習に取り組む態度が向上するもの

であったか」について、「主体的学習態度尺度」を用いて調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査の分析結果の考察 

「変容的学習尺度」の項目と因子 

第Ⅱステージの「パースペクティブの変容」 

3.79 
4.07 

始期 終期 

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ 

(
も
の
の
見
方)

の
変
容 

〈第Ⅱステージ〉 

１学期と比べて仕事
にゆとりが生まれてき
て、自分なりに考えて挑
戦しようという気持ち
が増してきた。 

実践や研修などを重
ねる中で様々な知識や
情報を得ることで「やっ
てみたいこと」が生まれ
てきている。 第Ⅰステージの教員

から頼られたり、質問さ
れたりすることが刺激
になっている。 

他の教員の実践を参
観する中で、自分が挑戦
したいことを考えるよ
うになっている。 

実践を重ねる中で、子ど
も一人一人に対する理解が
深まり、子どもの学びの姿
をより具体的にイメージで
きるようになっている。 

校務分掌等、担ってい
る役割による学びが校
内研究とつながり、実践
に生かされている。 

 研究委員の考察  

「主体的学習態度尺度」の項目と因子 

質問紙調査の分析結果(量的

な資料)について、各実践校の

校内研究主任である研究員の

先生方が見取った教員の学び

の姿の実際(質的な資料)と関

連付けることで、より説得力

のある考察となりました。 



分析の結果、回答者全体の得点の平均に有意な差は見られませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

しかし、研究会の中で、研究委員の先生から、 

 

 

という御意見がありました。そこで、研究会後に、始期の平均得点を基準にして、回答者を「平均より高い得

点のグループ(高群)」と「平均より低い得点のグループ(低群)」に分けて更に分析を行いました。分析の結果、

低群はいずれの因子の得点も有意に上昇したことがわかりました。このことから、実践校における校内研究の

取組は、特に低群に対する主体的に学習に取り組む態度の向上に効果があったと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 また、研究会の中では、今年度の児童生徒の学びの姿を振り返って、次のような御意見がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度当初と比べ、児童生徒の学びの姿には全体的に変容が感じられる。 

回答者全体における「主体性」「協働性」「学習方略」の分析結果 

低群における「主体性」「協働性」「学習方略」の分析結果 

自己評価の力が十分に備わってい
ない児童生徒もいるのが要因ではな
いか。 

数年単位など、長い期間で捉える
と少しずつ児童性の学びの姿の変容
が実感できる。 

教師が手立てを講じることは大切
だが、子どもが主体的に学習するこ
とを主軸に置かないと、教師が主役
の授業になる恐れがある。 

継続研究によって年々少しずつ素
地が培われていくが、それによって
変容を自覚しづらいのではないか。 

年単位で捉えると少しずつ成果が
現れてくることがわかる。継続して
実践を積み上げていくことが変容の
鍵になると考える。 

指導者から見ると力が身について
きたと感じるが、なぜ児童生徒の自
己評価が変わらないのだろう。 

 研究委員の振り返り  

今年度、本研究では様々な統計的手法を用いて質問紙調査の分析を試みました。振り返ると、

質問項目(尺度)や回答者の分類方法等、改善の余地はまだまだあると考えています。さらに、分

析結果を基に成果や課題を考察する際の視点について更に深めていく必要があると感じました。 



 

 

２月１４日(金)に当センターにおいて第67回研究発表大会が開催されま

した。本研究の発表には、91名の方に御参加いただきました。発表の中で、

研究委員の皆様による実践発表の時間を設けました。今年度の実践校におけ

る取組と、成果や課題をお伝えいただくとともに、参加者との交流を通して

校内研究の活性化に向けた探究の時間となりました。参加者の皆様には、た

くさんの御感想・御意見をいただきました。その一部を御紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究発表大会を終え、研究委員の皆様と共に創り上げてきた本研究に一区切りがつきました。研究発表大会

のアンケートの中には、「実践校の取組をもっと聴きたかった」という御意見も多数ありました。当センター

では、研究論文や研究成果物等を通して、各実践校で御尽力いただいた取組の一部を県内全域に発信し、広げ

ていきます。研究委員の皆様におかれましても、今年度の成果や課題を生かしていただきながら、校内研究の

更なる活性化に向けて、探究を続けてくださると幸いです。 

改めて、この一年間を振り返ると、プロジェクト研究会をはじめ、指導案検討会や授業の参観、県外視察な

ど、研究に関わってたくさんの場面でお世話になる中で、研究委員の皆様の主体的な姿勢に刺激を受けながら、

私たち研究員も学びを深めることができました。この経験をしっかりと次につなげつつ、更に学びを深めてい

きたいと考えています。 

また、どこかの学びの場で再会できる日を楽しみにしています。一年間、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

プロ研通信第６号 編集後記 
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第67回研究発表大会 

〇教職員の意識の変容は難しいが、やり方次第で十分可能だといくことを学ばせてもらいました。 

〇校内研究を進めるにあたって、教員にとっても安心できる居場所であることが重要であることを再認識できた。 

〇一人一人が当事者意識をもって実践するための研究会のコーディネートなどについての工夫を学ぶことができた。 

〇キャリアステージごとのグループ編成や分析はとても興味深いと思いました。 

〇まずは、目指す子どもの姿を全職員で大切にしていかなければいけないと思いました。 

〇どの教師も問いをもち、目標があることで日々の授業を改善していこうという自覚が生まれるということを学んだ。 

〇四つのプロセスを軸とした取組のお話を聞き、各過程において何をすればよいのか知ることができた。 

〇データを細かく分析していて、教員の変容に関する内容がとても分かりやすかったです。 

〇児童が学びの過程を記録することが大切なように、校内研究でもそれぞれの教師が学びの足あとを残し自己省察できる 

ようにすることが大切だと思いました。 

〇教員のキャリアステージごとの校内研究の活性化への視点や手立てが印象的だった。 


